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通信機こ器

電子計算機L･電子部晶
Communi⊂ations and Ele⊂trOni⊂S

総 説 エレクトロニクスの分野における目覚Lい技術革新の中で,日立製作所ではその総合力

と技術を生かして,新分野への進出と数々の新製品開発を行なった｡

通信機器 まず自動交換機の主流であるクロスバ交換機は,さらにその適用範囲を

拡大し,最低20回線の小容量交換機を完成Lたこまた集合自動電話サービスのためのZPC-

33形交換楼の開発を行なった｡

伝送部門では,全固体電子化による小形化を囲った400MHz多重無線電話装置を日本

電信電話公社へ納入した｡

情報革命のiこない手といわれるデータシステムについては工程管理など管理業務用の

HITAC9030データ収集システムが,また大学研究所などにおける実験研究用のHIDAS

5000シリーズデータ集録装置が開発され,実用されている｡

放送部門では ネガフィルムの反転送像など新棟能を有する4ビジコンカラーカメラを

開発し,またUHFテレビ中継放送機用小形軽量出力フィルタの実用化に成功した｡

最近注目を浴びている宇宙開発iこついては,日立製作所では総合技術の粋を集めて着々

と成果をあげているが,カッパ形ロケットによって打ち上げられ,成功を収めたプラズマ

波測定器もその一つであり,また宇宙通信に用いられるミリ波の測定機器は海外にも進出

しているが,不断の技術改良･開発が行なわれた｡

電子計算機 電子計算機関係では,かねて発表し数多くの受注を獲得していた8000シ

リーズが続々需要先に納入され,稼働を開始した｡すなわち昭和42年10月までに8100は

11台,8200は14台,8300は7台,8400は13台それぞれ発送された｡8500のみは昭和43

年に第1号機が発送される予定である｡

電子計算機は演算を行なう本体,データを出し入れする入出力装置ならびにデータ通信

装置,データなどを記憶する記憶装置のほかに電子計算枚を働かせるためにソフトウェア

の重要性が増してきた｡国産の大形機械として活躍してきた5020および5020E/Fのソフ

トウェアが開発され充実してきた｡8000シtフーズについても本体などの開発と並行してソ

フトウェア,特にオペレーティングシステムの完成に努力が払われた｡また,人間の創造

的研究を助ける一つの手段としてグラフィックディスプレイシステムが開発された｡

電子部品 開発された代表的なトランジスタとしては,12形および17形白黒テレ

ビ水平偏向用パワートランジスタ,2SC681および2SC681A,あるいはHiFi-OTL用と

して出力20Wの2SC664,35Wの2SC665などがある｡半導体ICとしては,卓上電子計

算機用MOSICの双8ビット･ダイナミック･シフトレジスタ(HD701M),4ビット･ダ

イナミック･メモリ(HD703M),双4入力･アンド/オアゲート(HD704M),双J-Kフ

リップ･フロップ(.HD705M)をはじめ.テレビ用IC,演算増幅用IC,DTLなど各数品

種の開発を完了した.〕電子管の代表的なものとしては,全セラミック封止の電子レンジ用

マグネトロン1.4kW,強制空冷,永久磁石式のH3025,0.7kW,強制空冷,永久磁石

方式のH3026など数品種および補強形カラーブラウン管,15形シェルポンド方式の15

SP22,19形PPG方式の490ZB22などがある｡
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lC の 開 発

会計器用仙OSIC

MOSICはMOS形電界効果トランジスタ(MOSTと略す)を基

本とするICで,1チップで入出力の接続数を増すことなく,回路

機能を増加することができる｡この基本となるMOSTは次の特長

をもっている｡

(a)入力インピーダンスが高いため,段間の直結回路が構成で

きる｡

(b)MOST自身が自己アイソレーション作用をもつ｡

(c)MOSTは小形化が可能である｡

しd)MOST自身を高抵抗素子に用い得る｡

このため小形高密度化した卓上会計器用MOSICシリーズの開発

が急速に進められた｡

(1)双8ビット･ダイナミック･シフトレジスタ(HD701M)

ニの回路はMOSTの入力容量による記憶作用を利用した2相式の

ダイナミックD形フリップフロップ回路が基本となり,入力Dに

対して8ビットまたは直列接続して16ビット遅れて出力Dが得

られる｡したがって回路は遅延線的な動作をし,ある情報を循環

させながら記憶させることができる｡

(2)4ビット･ダイナミック･メモリ(HD703M)

2相式ダイナミック･D形･フリップ･フロップの%ビットが

独立した形で高入力インピーダンス特性を有効に利用し,情報記

憶機能を強調した回路である｡

(3)双4入力アンド/オアゲート(HD704M)

タイミソグ,演算制御およびデコーダ系における論理ゲートと

して用いられる｡

(4)双 トKフリップ･フロップ(HD705M)

MOSTのゲート容量の信号記憶性を利用した回路で,1個のフ

リップ･フロップは18個のMOSTから成っている｡

表1にMOSIC HD700シリーズの電気的特性を示す｡

表1 MOSIC HD700シリーズの電気的特性
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往 古pdほHD701Mに対してはCェ=20pF,他の品種に対してはCェ=60pF

としたときの値である｡

図1ほMOSICペレットを,

図2は外形を示している｡

TV用IC

TV用ICとしてHAllOIM

～HAllO4Mを開発したが,こ

れは10.7McまでのFM中間周

波増幅,リミッタ,FMディス

クリミネータ,音声増幅のプリ

アンプ部および電源安定化回路

の五つの機能の回路を含んでい

る｡HAllO4Mの回路図を図3
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図1 MOSIC

ペレット

(HD701M)

図2 MOSIC外形

(HD701M)

に示す｡

HAllO4Mは4･5Mcで69dBの利得とすぐれたFMリミッタ特
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表2 HAllO4Mの電気的特性
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問での基準電圧はVcc>6Vで』Ⅴ/JVcc考7.0%と定電圧化されて

いる｡また温度に対する消費電力凸の変化は0.2%/℃以下ですぐ

れた安定性を示している｡電気的特性を表2に,外形を図4に示す｡

演算増幅用K:

リニヤ回路は多種多様にわたっており,最も多くのシステムに最

大公約数的に用いられる多用途回路として演算増幅用1CIiA1301

Mと技A1303Mを開発した｡.
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を図5に示す｡初段

Ql,Q2による差動増幅

回路で,Q5によって

同相負帰還がかけられ

ており,電源電圧が変

動した場合にも動作点

が狂わないよう設計し

てあり,弁別比も高

い｡牛劉生として,電圧
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図6 演算増幅用ICの外形
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利得はVcc/VEE=十6V/-6Vで約60dB,帯域幅は約300kcで

あるが,位相補償と帰還のインピーダンス値を適当に選ぶことに

より数メガサイクル以上でも使用できる｡外形を図るに示すこ

(2)HA1303M

独自な回路構成をもつ高利得,大振幅の演算増幅器である.｡

利得×帯域幅(-3dIi)は約10Gcに達し,利得が1になる周波

数は約10Mcになる｡回路構成は図7のとおりで,3段構成増幅

回路にB級の相補対称プッシュプル･エミッタホロワ出力回路がつ

けられている｡さらに電源電圧が±6Vから±15Vまで変化して

も動作点が狂わないように設計されている｡特性としては,1Mc

で約80dI∋という広帯域,高利得をもつこと,電源電圧±6Vで約

82dBの高利得をもつこと,10k凸負荷で27Vppの大出力振幅を

出せるという特長のはかに,オフセット電流が低く(約0.1′∠A),

同相弁別比が高く(約100dB),許容しうる同相入力範囲が広い

(±9V以上)というすぐれた特性をもっている｡

表3にHA1301MとHA1303Mの電気的特性を示す｡

こパ

阿7 HA1303M の回路図

蓑3 演算増幅用ICの電気的特性
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DTL(Diode Transi5tOr Logic)

DTLは飽和形の回路形式であるから超高速の用途には向かない

が,一般の計算榛･計測制御枚器などの応用に対しては消費電力

および雑音余裕度の点で非常に使いやすい回路として利用されて

いる｡

開発したDTLのシリーズはきわめて標準的な回路でアメリカで

ほ930シリーズと呼ばれているもので,互換性は非常によい｡｡

DTLシリーズ4品種の回路図とピソ配置を図8に示す｡各回路

の機能は次のとおりである｡

HD201F 双 4一入カ バッファ

HD202F 双 4一入カ エクステソダ

HD203F クワッド 2一入カ ゲート

HD204F 双 4一入カ ゲート

本ICは-55℃～十125℃の温度範囲に耐える′くッケージの構造,

ボンディソグ方式が採用され,電気特性もこの温度範囲で指定され

た範開になるよう設計されており,み毛5mW/Gate,f♪d苛25ns/

Gateという特性を得ている｡

製品の外形は図9に示すようにフラットパッケージである｡表▲

は電気的特性を示したものである｡
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表4 日立DTLICの電気的特性
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図9 DTLの外形

シリコンパワートランジスタの開発

(1)12形およぴ17形白黒TV水平偏向用パワートラソジスメ

2SC681,および2SC681A(図10)

従来12形および17形TVのオールトランジスタ化の大きな障

害は水平偏向用パワートランジスタであった｡2SC681,2SC681

Aは12～17形TV水平偏向用として開発したNPN三重拡散形

72
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シリコンパワートランジスタで

ある｡設計の重点はTVの使用

動作条件に耐える,従来のトラ

ンジスタにない十分な耐破壊強

度を持たせることにあった｡こ

れには高いコレクタ耐圧,負荷

の一部が短絡したときにもトラ

ンジスタが破壊しない十分に広

い安全動作領域を有することで

ある｡また偏向回路の能率を高

めるためスイッチオフ時のフォールタイムを小さくしコレクタ飽

和電圧を十分低くすることも必要である｡表5に2SC681,2SC

681Aの電気的特性を示す｡

図11ほ2SC681Aの動作回路および動作特性である｡
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蓑5 2SC681および2SC681Aの電気的特性
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(2)HiFi出力用シリコンパワートランジスタ2SC6朗丁およぴ

2SC665(図12)

ステレオ増幅器の半導体

化l･こ伴い出力段に使用する

トランジスタはますます高

出力を必要とすることとな

った｡

2SC664および2SC665は

大出力 HiFi-OTL(Output 図12 HiFi出力用2SC665

TransformerLess)増幅器終



段出力用として開発されたNPN三重拡散形シリコンパワートラ

ンジスタである｡設計に当たり次の講ノエを特に重視した｡ノ接合部-

ケース間の熱抵抗およびコレクタ飽和抵抗を小さくし,電流増幅

率を大きく,かつ広いコレクタ電流範四で直線性を良好に保つこ

と｡さらに負荷短絡特にこおいてもトランジスタが破壊しないよう

十分な安全動作徽城を有することなどである｡表るに2SC664

および2SC665の電気｢l勺特性を示す｡図13は2SC665を出力段

に使用した35W出力HiFi-OTL増幅回路である｡
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図13 35W出力HiFi-OTL増幅回路
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小容量クロスバ自動構内交換機の開発

共通制御方式を採るクロスバ交換機は小字享量でほ小経済とされ,

従来は増設単位40′～60回線のものが二,三散見されるにすぎず,こ

れまでこの分野はSxS交換機や,共通制御方式でもクロスバ機器

を使わないオールリレー式交換櫻がその大半を占めていた｡

日立製作所では20～40回線のDAX-2C分散･-F--継式クロスバ構内

交換楼を販売しているが中継台が設置できず,また最終容量が40

回線1Lりであった｡このたび†胴発したDAX-1クロスバ構内交換機

囲14 DAX-1形クロスバ交換枚無ひも中継台

通信機器･ノ【滋子計算機･′I旨子部品

は20～80回線と適用回線矧呈召カ;広く,中継台方式,分散中継台方

式のいずれの方式もとれる小形クロスバ交換機で価格面,機能面と

もに大幅な改良が行なわれた｡

本交換棟の特長は次のとおりである｡

(1)共通制御クロスバ方式ではあるが,従来の常識を破り,前

記SxS交換機や,オールリレー交換放と価格的に比肩し得る｡

(2)クロスバスイッチ41個で2段接続を行なう画期的なフレー

ム構成,制御方式により,内線20回線を単位として1個のキャビ

ネットに実装され,ビルディングブロック形式で増設ができる｡

(3)機器ほすべて日本電信電話公社規格に合致するクロスバ機

器を使用しているので長寿命,かつ安定な動作が保証される｡

(4)･l■r継台方式と分散中継台方式のいずれも探れ,分散中継台

方式から中継台方式への移行が簡単に行なえるため,将来,専用

の巾継台を欲しいという顧客にも安心して使用されうる｡

(5)各キヤビネット間はもちろん,局線トランク,発信レジス

タ,｢l‾-継台などにもプラグイン形式を採りいれたため,工場で製

rドされたキャビネットや装置を,そのまま相互にプラグイン接続

するだけでよく,現地で佃線を行なう個所がクロスバ方式として

は極端に少ないので高度の信鮫皮が得られる｡

集合自動電話のためのZPC33形

交換装置の開発

日本電信電話公社は,新たに"集合自動電話”と呼ばれる制度を

実施しようと計画している｡

集合自動電話とは,同一のビルまたはその周辺のビル内に存在す

る多数の企業が必要とする電話トラヒッタを処理するために,これ

ら企業の必要とする電話回線を日本電信電話公社が設置する一つの

交換設備に集中し,さらにこれら電話回線との通話を自動化して,

膨大な電話トラヒックを処理しようとする制度である｡

この制度の実施は,

(1)各介業ごとの構内交換設備が不要となる｡

(2)集中設探する交換設備の能率を向上できる｡

(3) 自動化によりサ】ビスおよび接続品質が向上できる｡

(4)日動化により中継千丁の交換取扱者を削減できる｡

(5)企業の移動に伴う交換設肺の移動が必要なくなる｡

などの矧軸こより総合的な利去左が期待できる｡この集合自動電話の

試行川としてZPC33形交換装置が開発された｡

本交換矧凱土,エフレームに三段リンクフレームを位用した完全

共通肘j御方式のクロスバ交換機であり,1交換ユニットの呼量容量

は334アーラン,最大内線立;芯了･数は2000端了･である｡

本交換婆忘孤よ,事業所内用電話交換設備として必要なすべての機

能のほかに,アウト･ダイヤリング,イン･ダイヤリングの機能を

有し,外線との発着f言を自動的に行なえるばかりでなく,通話度数

の州別怨符,着信不完‾/呼の交換台への転送,短鮒ダイヤル,帯域

別心外発信規制などの特長ある機能を持っている｡

本交換装置ほ,昭不ロ42年末からサービスを開始し,わが国初の

張合自動屯話として,種々のデータを提供してくれるものと期待さ

れている｡

400仙Hz多重無線電話装置

このほど口木電信電話公祉のご指導により小形化を目的として,

新たにTZ-403形1号多重無線送受信装置を開発した｡本装置は24チ

73
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図15 TZ-403形

1号送受信装置

ヤネル用多重無線装置で5W形,50W形の

2種顆よりなり次の特長を有している｡

(1) 5W形は全トランジスタ化さ

れ,小形化と消費電流の減少を図って

ある｡

(2)50W形ほセラミック管4F16

を1本使用した電力増幅部を5W形に

追加するのみで,安定な送信出力を得

ている｡

(3)1架(520×225×2,100mm)に

現用機,予備機を実装し,プラグイソ

パネルの交換により容易に5W形,50

W形に変更できるのみならず,さらに

向1掛勺に24チャネル搬送端局を収容

し得る容積をスペースプロピジョンと

して有している｡

(4)送信機はセット予備方式,受信

棟は並列運転,信号合成方式をとり,

パイロット信号とスケルチによる無線

回線監規を行なっている｡

なお本装置の電源は直流21V,48lr,交流200V(1000V)いず

れに対しても電源パネルのプラグインカ式による交換で使門し得る

よう設計されている｡図15は装匪の外観である｡

H什AC9030データ収集システム

本システムほ,遠方に散在する原始データを一個所に収駁し,記

録するためiこ開発された汎用のデータ収集システムであり,以下に

その概略を述べる｡

本システムは図1るに示すように,データ入力装置,架に装F琵,

小欠こJ録装

荘重,時刻符

号発1三器よ

り隅成され

る｡,本シス

テムにイソ

プットされ

るデータほ

カードデー

タ(8()欄カ

ードにせん

:J2

㌧

〓リ13-J

rぺし
=
八

=仁

1.

〈軍≡〉
_+

屯

Lイー:

･Eコ

ーヒコ

--E二]

一Eコ

担116 HITAC9030データ収集システム構成

孔されたデ

ータ),トークンデータ(プラ

スナックカードにせ人孔され

た10けたのデータ)およびバ

リ7ゾルデータ(ボタンでセ

ットされる10けたの数字デ

ータ)の3硬類であり,これ

らは,データ入力装置でイン

プットされる｡データ入力装

置は,これらのデータを符号

化し変調し,集后装置経由で

中火記録装置へ送信する｡中

央記録装琵は受信データを復

調し,紙テープにせん孔記録

74

済準琴

図17 データ入力装置

第50巻 第1号

する｡記録に際し,必要に応じ符号変換を行なう｡またデータの受

信時刻を必要とする業務では,時刻符号発生器に曜日,

い合わせ,受信データの末尾に自動的にそう入する｡

本システムの通信方式ほ次のとおりである｡

(1)伝 送 路

(2)信号方式

(3)伝送速度

(4)同 期

本システムでは,

ク,詞歩チェック,

時,分を問

2線式電話回線

応答確認方式

200ボー(22,2字/秒)

調歩同期

データの信頼度を上げるためにパリティチェッ

始終チェック,瞬断チェック,ブランクチェッ

ク,さん孔チェック,/ミリディティチェックを行なっており,誤り

を検出した場合,中央記録装置からの指示により,データ入力装置

ほデータの再送信を日動的に行なう｡

本システムほ,各種管即業務をこ片JいF)れるが,特にⅠ‾二程管理,在

韓管坪に有用であり,各種製造業で多数使用されている｡また本シ

ステムのオンライン化は,集信装置からの回線をバッファおよび通

信制御装置経由で処理装置に接続することにより可能であり,集

信装置,データ入力装置ほ変更の必要はなく,すでにオンラインの

ものも多数稼働している｡

H旧AS5000シリーズデータ集録装置

本装琵引£, 1P観測で得仁〕れる■･.■占速に変化する多チャネルの測

走データを逐次サンプ′レし,ディジタル量に変換したのちディジタ

/し計算機で処理可能な釈テープ,磁気テープ,せん孔か-ドなどを

作成するたぎ)の装荷である()

従来,アナログ波形データをディジタル計筒機で処理する場合に

は,いったん記銀紙上に喜いて,これを人手により数値化してディ

ジタル紙テープを作成していたため,ばく大な時間と労力を費やし

ていたが,本装置が開発されたことにより上記の作業を自動的に短

時間で行なえるようになった｡

また本装置ほ,ディジタル記録されたものをD-A変換を行ない

アナログ電圧を得ることができるので,ディジタル計算機による計

算結果をアナログ電.u三波形としてモニタすることができる｡

本シリーズにほアナログ電圧から紙テープを作成するものとして

HIDAS5100および5200,磁気テープを作成するものとしてHIDAS

5400,せん孔カードを作成するものとしてHIDAS5600がある｡

基本桝成のおもなる性能は,最高サンプリング速度1,000～10,000

ノ亡く/秒であり,高速側3段,低速側3段の切換ができ,そのはかに
外部同期信号によf)任意のサンプリング辿度でデータ集録が可能で

ある｡J入力電工‾Eは0ヘノ±10V,出力ほ符号十2進化10進3けた,

(カーードの場合にほ10進3けた),総合変換精度ほ0.1%以内であ

る｡付加装胃が完僻しており,

低レベ′レ入力電圧の=小･こほ利得

は10倍および100f一語の前置増幅

器,データの同州生を要すると

きにほ高速サンプルホ′レダ,デ

ータの編架をほ単にするために
ほブロックナンバーカウンタが

ある｡本装置ほA-D変換器の

オーバフロー,再生時のパリテ

ィ ミスなどの誤り処理機構が完

備しているので,ディジタル計

算機によりデータの処理が可能

である｡

図18 HIDAS5100



4ビジコンカラーフィルムカメラ装置

テレビジョン放送に二机､てカラーフィルム番継を送像する場合,

従来ほ三原色に対応する3本の糀像管(ビジコン)を用いる方式が

使用されていたカ＼本装握ほ4ノ【丈のビジコソを位用し三原色のはか

に輝度信号を加えて画像を鮮明にするとともに,白∴lこ㌣受像機でも画

質の劣化なく受像できるように考慮されたいわゆる分離粁度方式の

カメラ装置である｡本巻…置は日本放送l劫会のご指櫛こよって朋発し

たものであり,カラーネガフィノLムの馴k王道像ができるという世界

で初めての機能を持っている｡

ニュースIコマー

シャル,ローカル番

組などが多くなるに

従ってフイルム現像

もノ,i)内で行なわれる

帆｢-Jにあり,この場

合カラー川ネガフィル

ムk垢光許容域が広

く,かつ革ま像姓埋が

j且速に行なわれるこ

とから,ネガフィル

ムによる送像が広く

利川されるものと恕

われる､ノ

ポジフィルムほ減

r瑠19 4ビジニュソ∴Jノラー■フイルム

ソト′ ラ鵜程

也泣こであるれ ネガ

フイルム送像においては加色的な方式をとるため,カメラ分光光学

系の特性決応土石利で邑†り二規性がよく,加えてネガフィルムほ解像

度･階調もすぐれており,山門ほざ〔来のカメラに比べ格段の向上が

得られた〔〕

本装置は挫作性に閲し特にi■_i三意が払われている｡すなわち静電集

束電磁偏向形ビジコソを使用して装置の安淀度を向上し,各部に自

動制御系を設け日常の適用から｢調整+を除くことを前提としてい

る｡そのため操作調整個所を運用と陳′､■j:調性個所に区分し,日常の

運用には素材の種殊によるカメラの動作指定だけ行なうようにし,

経験を必要とする定期ノ烹検あるいほ素材に対する補正を要する場合

の調整個所にはふたを設けてある｡これらの操グー三はすべで白け面にお

いて行ない,その配置は人間工学に考慮されている｡画質の微細な

調整を行なうために波形モニタを内蔵した自動制御系は素材仕上り

のむらを考えて,色変化のないNDフィルタ式の自動光量制御をは

じめ,AGC,ASUを設けてある｡

UHFテレビ中継放送機用

小形出力フィルタを完成

UHFテレビ中継局川の放送機はトラソジスクなどの半導体の採

用と,出力板極管に代わる進行波管の探用などにより近年大幅に小

形化された｡放送磯を組み合せる出力フィルタに対しても当然小形

軽量化の要求が強くなっている｡口立電線株式会社ではこの要望に

こたえるため,従来の回路形式と全く異なった新しい出力フィルタ

を開発,実用化に成功した｡このフィルタは分布統合線路理論を応

用したインターディジタルバンドパスフィルタをさらに改良し,飛

躍的に特性を改善したものである｡構造としては5素子インターデ

通信機器･電子計算機･福子机-11'l

ィジクルバンドパスフィルタを中央から180度折りり如ずて横方向の

長さを短縮したのが特長である｡‾また内部に特別な紙介性的む設け

て減衰特性の立ち_Lりを改善し,さらに特別な共振表汀壬二IれLでト1'

定J月披数む人きく械ゴ壬させることができるrl二う__トノ､二されてい三1

図20 放送機に阻み込まれた小形出力フィルタ

出力フィルタとしての電気特性はそう入損失0.8dB以卜,人力イ

ンピーダンス(50n)は通過域内VSWRl.2以下,減左捕り性はfv＋

9Mc,fv-9Mcで25dB以上,fv-3.58Mcで10dB以上(fv:映

像搬送周波数),fA十4.5ル1c(fA:斉ノ土鳩蔓送周波数),fv【4.5几乍cで20

dB以上,fc-19.5Mcで30dB以上,2fcで60dB以ヒ(fc:十仙叱

中心周波数)となっている｡周Lメ脂且度-20℃～十40℃,抑止∠15-＼ノ9()

%に二f言いてこれらの特性を満妃する｡

ケースに収納した最終寸法ほ,149×480×20()(111m),或;1‾ミニは12

kgである〔Jこれは従来品に比べて体朽で12分の1,恥_i主は3分ノ〕

1以下となっている｡

観測ロケット搭載用プラズマ波測定器

ロケット搭載(とうさい)用電子機箸別ま小形･酪旨い低汀げ壬′芯ノ+ぴ)

要求のはか,振動･衝撃･加速度などの過酷な手付環ぢ割こ耐えるこ

とが必要になる｡今回,東京大学宇宙航空研究所より観測ロケット

搭載用プラズマ波測定器を受注し,京都大学工学部のご指ij‡石′二得て

製作した｡この装置は東京人学鹿児島宇宙空間観測所にてかソ/り汐

ロケットに搭載し打ち上げられ,超■て'占層のプラズマ現像〝)跳抑に他

用された｡

プラズマ波の検出に使用したセンサはばねを利川したもので,隅

造ほ簡_∈ilとなり,小形怪品で動作†吉相度は高くなっている､-J斗■三J;り三古土

上記センサおよび電子匝Ⅰ路部より桃成されているが,これらにJ′八､

て宇宙環境を擬似した種々の試験を行ない,その紡宋にノー!ミづいて終

種の対策を施した｡今回の観測データからは払■ご占屑のブラズて物即

学に関する畏南なデータを得た｡

形状ほit-_事二律200mm,高さ600mmの｢り筒形で,碑丘約91くgであ

図21 観測ロケット搭載用プラズマ披測定;Hき
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りロケット頭部に取り付けられる｡打ち上げ後ロケットが大気層を

突き抜けて,燃料の噴射が終わると自動的にロケット頭部が二つに

割れ,数秒後図21に示すようにモノポールセンサ(1.2m長)2本,

ループセンサ(0･4m¢)2本を突き附し測定を開始する｡測近した

データは,テレメータにより時々刻々地上に送られて記録される｡

測定内容は超高層(70～350km)におけるプラズマの諸物理量で

次の4項目を同時測定する｡

(1)プラズマ振動の電界強度(0.3～3kHz)

(2)プラズマ振動の磁界強度(0.3～3kHz)

(3)モノポールセンサのインピーダンス絶対値

(0.3～10MIiz)

(4)モノポールセンサのインピーダンス位相而

(0.3～10MHz)

1506Hz帯測定器の直読化

18～110GHzにわたるミリ波帯の各種測定器を開発したが,目1で

も直読化された測定器の需要は多い｡これらの帯域に引き続き,

150GHz帯空胴周波数計,可変減衰器および移相器を直読化した｡

図22に,これら直読化とした測定器を含む150GHz帯各種立体回

路素子を示した｡これら直読化した測定器のうち,周波数計は導波

管全帯域にわたり直読化したもので,これは世界初の試みである｡

また,減衰器,移相器も抵抗膜･移相膜を回転する方式による広

帯域化を図り,高性能のものが完成した｡これらは42年IEEE

Showに出品し,好評を得た｡

150GHz帯の導波管はRG【136/U(JAN規格,周波数範州110～

170GHz)で,その内径断面一寸法は1.65×0.825mmであるため,各

部の所要の形状精度,表面精度を得るための加工法を開発した｡

これら直読化した測定器の設計,製作にあたっては,次の点に重

点を置き,次の特性が得られた｡

直読式周波数計では,(1)空胴共振器の加工法,(2)バックラ

ッシュを取り除いた駆動機構に零点を置き,(1)負荷Q:700以

上,(2)デップ:15%以上,(3)確度:±5夕方(程度20し±10℃,

湿度0～100%の周囲条件下)の性能が得られた｡

直読式減衰器では,(1)抵抗険の支持法,(2)知形一円形変換

導波管の加工法に,重点を置き,(1)最大減衰量:50dB,(2)そ

う入損失:2.2dI～,(3)確度:±0.3dB(0～10dB),±3%(10dB

以上)の性能が得られた｡

直読式移相器では,(1)移相掟の支持法,(2)方形一l‾lJ形変換

囲22150GHz帯用各種立体回路素子
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導波管の加工法に,重点を置き,(1)移相量:-3600～＋3600,(2)

そう入損失:3･5dB,(3)確度:±6つの性能が得られた｡

小形および補強形カラーテレビ用

ブラウン管の開発

これまでの主力拳法品19形に対し,15形15RP22を開発した｡こ

の球ほ透過率48%のティソテツド･バルブを使用しているので,明

るい場所でもコントラストがよく鮮明な色彩両像が得られる｡また

UnipotentialFocus電子銃を採用しているので,ハイライトでのボ

ナのないくっきりした画像が得られる特長がある｡15SP22は15

RP22の補強形でシェルボンド方式を採用している｡

一方,19形の補強製品490ZB22にはPPG方式を採用し,前面ガ

ラスほティソテツド,ノングレア処理してあり,外光の反射を防ぎ,

いっそう画像を見やすくしてある｡

Y､巧可

(左より15SP22,15RP22,490ZB22)

図23 カラーテレビ用ブラウソ管

上記製1恥こほいずれも赤色蛍光体としてオキシサルファイドを使

用しているので,明るくて赤色飽和度の高い画像が得られる｡さら

にシャドウマスクの熱膨張による色純度の経時変化を防止するた

め,シャドウマスクの熱膨張をバイメタルで捕供するェバークロー

ム方式を採用している｡

電子レンジ用マグネトロンの開発

マイクロ波の誘電加熱によって食品を調理する電子レンジが脚光

をあぴるようになった｡この電子レンジの心臓部となる発振管とし

て全セラミック封止の連続波マグネトロンH3020,H3024,H3025

およぴH3026を開発した｡

電子レンジほエレクトロニクスについての知識のない素人によっ

て操作され,しかも多種多様な食品を取り扱うため,これに使用

されるマグネトロンは過酷な使用条件下での安定な動作が要求され

る｡このためこの種のマグネトロンとしてはわが国で最初の全セラ

ミック封止を採用した｡従来ガラスドームを用いた出力部を含めす

べてセラミック封lヒ化したため,取扱時の破損,ガラスの誘電体損

失による吸い込みなどが皆無となった｡また負荷(食品)の遣いに

よって生ずる定在波比,位相の広範閃の変動に対しても異常発振を

むも海亀篭■裟慶盛

靂

図24 マグネトロン(左よりH30犯H3024,H3026,H3025)
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起こさないように考慮しで電極,～11力結合部を聾法作してあるため,

常に安定な動作が保証されている｡

また適正なカソード設計,十分管即された聾建造工什‡ごよび過幣な

方命試験によってイ吉相僅の｢こqLをl司っている｡

H3020は水冷,電磁イi方式,H3025は頗棚一半冷,j(久磁石付き

であり,いずれも整合[H力約1.4kWで業績用竜子レンジに主とし

て用いられる｡H3024は似て別空冷,ノ高取イf方式,H3026は強制空

冷永久磁石付きであり,いずれも宅宣f=Lトカ約0.8kWで,小形の業

務用および家庭用電子レンジに好適である｡,発振周波数はいずJtも

約2,450Mcである｡牛如こ永久磁千丁付きのH3025,H3026は電磁石

およびその電脱が不要となF)セットの珊易化が実現できる｡

HITAC5020E/F262K

ソフトウェアシステム

大形電子計算枚システムHITAC5020ほ,昭和40年春第1号棟

設置以来,主として科学技術計堤の分野に国産の二iニカ放として活躍

してきたが,昭和41年秋.毘ii節速度,最大コアメモリ容量などの大

幅な増礁を行なったHITAC5020E/Fを戦列に加えた｡特に5020

での最大コア容量65K語から262K吉一rきへの拡張は,この範臣目をカ

バーする新ソフトウェアシステムを必要とし,ここにl‾HITAC5020

E/F262Kソフトウェアシステム+のl凋発が開始された｡このシス

テムは,従来の5020用のソフトウエアシステムと同様,システムモ

ニタ,ジョブモニタなどよりなるコントロールプログラム,FOR-

TRAN,アセンブリなどの占■譜プロセッ叶,ソート/マージなどの

ユーティリティプログラムから偶成さ′れる｡約1f｢､【仁の製作期間な

経て,口円木口42年存1三成し,現在気象け納5020F131Kシステムに

おいて,数値予報などの大形計節に使用さオtている｡

図25 気象庁にて稼働中のHITAC5020Fシステム

HITAC8300システム

近来,計算機システムはファミリーを形成して,小から大までのシ

ステムについてソフトウェアを共用することにより,ユーザの要求

を少しでも多く満たすよう考慮されるようになった｡HITAC8000

シリーズは小形から大形まで5種類の処里l!婆き置を小枢とする計算機

フ7ミリーを形成しているれ11朋ロ42年5月その中形機HITAC

8300システムが完成した(図2d)｡HITAC8300システムはさきに完

成したHITAC8400システムと完全なプログラム止換性を持つシス

テムであり,小形機飢00/8200のプログラムおよびデータを処理す

ることもできる｡

8300処理装置を構成するおもな賀素ほ記憶容品16K,32Kまた

通†言機器･碍子計算機･電子部品

は65Kバイト,サイクルタイム1.44/上Sの主記憶装置,記憶容量

2048譜(1語は27ピッり,サイクルタイム480nsの固定記憶装

置,基本処理部,入出力チャネルなどである｡実行可能な命令は論

理痢算,固定小数ノた朗笑,浮動′+＼数ノご描言乳10進演算,分岐および

特権命令など多披にわたり,合計144種顆ある｡これらの命令は特

権命令(13種炸)を除き,すべてIBMシステム360の命令体系と

共通である｡

これら複雑多岐にわたる命令群を実行しつつ,しかもコストを抑

制する下段として8300処二叩装置では固定記憶装置を使用している｡

固定記憶装置から読み出されるマイクロプログラムの指示に従っ

て,論理回路を動作させ,任意の命令を実行するこの方式ほ論理回

路の単純化という経済面だけでなく,従来の計算機システムでは考

えられなかった全く命令体系の異なる計算機をエミュレートするこ

とも可能にした(次頁【一1401エミュレータ+参照)｡

計算枚システムを構成する各種入出力装置は8000シリーズ共通

であり,これら入出力装置は8300処理装置内に実装されるマルチプ

レクサ･チャネルまたはセレクタ･チャネルを介して制御される｡チ

ャネルと入出力装匠のインターフェイスは,8000シリーズ標準入出

力接続仕様に従って統一されている｡マルチプレクサ･チャネルは

低速の入出力装置(たとえばカード読取枚,ラインプリンタ,コン

ソールタイプライタなど)を時分割で複数台同時に制御するもので

あり,セレクタ･チャネルは高速の入出力装置(たとえば磁気テー

プ装置,磁気ディスク駆動装置など)を専念して個々に制御するも

のである｡セレクタ･チャネルは付加機構であり,8300処理装置で

は2チャネルまで接続‾=r能である｡

HITAC8300システムに使川されるソフトウェアは,8400/8500

システム用のそれと共通であり,簡単なものから順にPOS,TOS,

TDOS,DOSと呼ばれるオペレーテイング･システムが用意されて

いる.｡各オペレーティング･システムはそれぞれスーパバイザ機能

を備えており,フォートラン,コボルの両コンパイラをはじめ,ア

センブラ,ソートそのはかのユーティリティルーテンなどを持ち,

システム構成に応じて使い分けられる｡

済葦済 轡

図26 HITAC8300 システム

H汀AC8000シリーズ･オペレーティ

ング･システム(TOS/TDOS)

HITAC8000シリーズにほ,データ処理システムの規模に応じて,

自由に選択できる4レベルのオペレーテイング･システムが用意さ

れているが,その中核をなすテープ･オペレーテイング･システ

ム(TOS)およびテープ･ディスク･オペレーテイング･システム

(TDOS)が開発された｡これらのオペレーテイング･システムは各
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方面で中規模から大規模にわたるデータ処理システムに活用され,

事務処理,科学技術計算,オンライン･リアルタイム処理などにそ

の威力を発揮している｡

イン′ノーシ‾ノ

ー
々

/リ l

I】
-1三

I ll

l

】

図27 TDOS コン】､ロールシステム

テープ･オペレーテイング･システム(TOS)は,磁気テープを

プログラムおよぴワーク･ストレージとして使用する,マルチプロ

グラミソグを前掟としたオペレーテイング･システムであり,6僻

までの独立なプログラムを同時に処理することができる｡マルチプ

ログラミングを実行する場合のコア･エリアの割当ては,各プログ

ラムを始動する際に,プログラムあるいはオペレータの要求によっ

て自由に決定することができ,またプログラムの切換えはプログ

ラムに与えられたプライオリティによって,最も効率よく行なわ

れる｡

ラン･ツー･ランの機能でほ,ユーザの作成したジョブ･スケジュ

ールに従って連続ジョブが実施され,オペレータの介入を最少限に

止めている｡これらの機能と相まって,FORTRANⅣ,COBOL,

リポート･プログラム･ジェネレータなどのランゲージ･システム

が,技術計算,専務処理などの分粁ごその威力を追憶なく発揮して

いる｡

またデータ･ファイルの取扱機能として,磁気ディスクを主体と

したランダム･アクセス装置を含めて,各種ファイルのアクセス方

法が業務に合わせて選択され,使用されている｡ユーザの業務に直

結したユティリイ･システムが豊富に用意され,ファイルの分類,

転写あるいはプログラム作成段階でのライブラリの管理や,デ/ミッ

ギソグを一貫した手続で行なうことができ,ユーザ･サイドの管

理･運営を容易にしている｡

コンリ→し･

コンいっール

′≠き二長＼
11■り心.1‾子fl】

｢

嫡†,三;ヨ1釧

■7‾リア■う二

図28 TDOS コントロール･システム/通†.了制御
プログラムとユーザ･プログラム

テープ･ディスク･オペレーテイング･システム(TDOS)はてルチ

プログラミングおよぴオンライン･リアルタイムの広範囲な業務に

適用できるオペレーテイング･システムであり,プログラムおよぴ

システム･ライブラリを磁気ディスクあるいは磁気ドラムに記憶さ

せ,システムのパフォーマンスを増大させるのみならず,リアルタイ
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ム処理およぴそれに伴うマルチプロセッサ構成のサポート,プログ

ラム間あるいほ処理装置間でのランダム･アクセス･ファイルの共

用など,その機能が大幅に拡大されている｡さらにTDOSには,一

般的でかつ応用範L那〕広い通信制御川プログラムが加えられ,リア

ルタイム処理用のオペレーテイング･システムを実現させている｡

この通信制御用プログラムはユーザの指起するマクロ命令により,

常に最適な通信制御プログラムを作成するマグロ･ジェネレータで

あり,ユーザはメッセージ交換,問合せ/応答,データ収焦/分配な

どの幅広いオンライン業務を行なわせることができる｡マクロ命令

によって作成される代表的な楼態として,ポーリング/セレクティ

ブコーリングなどの通信制手札 メッセージのバッファリング,ロ

ギング,コード変換,インタセプト枚能などがあげられる｡現在,

HITAC9000シリーズ端末機讃旨の9010データ通信システム,9030

データ収焦システムを使用した生産管理業務に,問合せ/応答,デ

ータ集収/分配の手法を駆使して,TDOSが活用されている｡

TOS/TDOSは多彩なソフトウェア技術を結簾して開発され,そ

の能力が一段と向上して,現在各方面で活躍しているわけであるが,

従来のソフトウェア･システムに比べて,その機能が拡大されたば

かりでなく,機能稲造の工夫によりシステムの信麻性,保守性も飛

躍的なrF】J上を遂げた｡

1401エミュレータ

1401エミュレータはH-8300/8400付加横柄の一つであり P-

8305-1401/P=8405-1401と呼ばれる｡これの開発は40年後半から

RCAと共同ではじめられ,l‾l立製作所においてほ42年8月完成

した｡1401エミュレータほ1401のために苦かれたはとんどのプロ

グラムを全く変更なく,かつ1401より【l!･いスピードで1401システ

ムに相当する入出力装汀′一子ろご仙えた8300/84n〔)システムで実行するも

のである｡

エミュレーションの実行ほ特別なリード･オンリ･メモリ内に含

まれるマイクロプログラム(EMP)とエミュレータ･コントロール･

プログラム(ECP)と呼ばれるソフトウェア･プログラムの働きに

よりなされる｡EMPの磯能は次のようなものである｡

(1)すべての1401命令のスタティサイズ(これには1401の10

進アドレスを8000の2進アドレスに変換すること,アドレス･エ

ラー･チェック,不了一三なOp-Codeのチェックなどが含まれる｡)

(2)Ⅰ/0命令を除く1401命令の実行(8000の演算棟構を用い

て1401命令を実行し,結果を1401と同等な形でストアする｡)

(3)Ⅰ/0命令の実行のたぎ)の準備を行ないECPとのリンケー

ジをつくり,制御をECPに渡す｡

(4)ECPがⅠ/0データを処理する際に必要な特殊命令を実行

する｡(特殊命令は8000のOp--Code Trap割込み機構によって

開始される｡)

ECPはエミュレーク･インターフェイス･プログラム(EIP)と

エミュレータ･モニ_タ･システム(EMS)よりなる｡EIPのおもな

枚能は次のとおりである｡

(1)1401Ⅰ/0命令の解釈と実行(EMSから起動をうけて入出

力装置に対し適当なフォーマットで人出力命令を実行する｡)

(2)1401コンソール機能の代行(H-8098コンソールを用いて

1407/1447コン′ソールと全く同じ機能を表オーつす｡)

(3)1401エラーー処即(EMPあるいはEIPで検出したエラーに

対し1401が行なうと同じ動作をエミュレートする｡エラー表示

はランプの代わりにコンソール･タイプ･アウトとなる｡)

一方,EMSはこれらEIPとEMPの連絡をするほか,オペレーテ

t._l



イング･システムに要求されるすべての放能を満足するように設計

されている｡

エミュレータで使用されるコードはIBM360システムで採用さ

れている8ビットEBCDIKコードを用い,6ビットBCDコードか

らの変換は一般に入出力装置により行なわれる(｡1401のカナ文字処

理もECP/EIPによりエミュレートされる｡,

1401と1401エミュレ…タの内部杭等速在をIBM1401Mixを用

いて行なった場合,P8305-1401ほ3.87倍,P8405【1401は4.28倍

である｡

H-85る4形ディスク題区動装置

HITAC8000シリーズシステムのランダムアクセス記憶与ヒ匠の一

つとして使われるH-8564形ディスク駆動装置を開発し,生産を開

始した｡本装置はIBM2311形磁気ディスク装霞と同一仕様を有し

ており,記憶媒体としてのディスクパックにはH-8563形ディスク

..竹竿臥.

■■n

図29 H-8564形ディスク駆動装置

パックとともにIBM1316形デースクパックもそのまま使用するこ

とができる｡本装置の甜意ゲ妄量は725万バイト/パックであるが,

ディスクパックを交換することにより,オフラインの記憶容量をい

くらでも増すことができる特長がある｡本装置はtト8551形ランダ

ムアクセス制御装置に8台まで接続することができ,10個の磁気ヘ

ッドほ油圧位置決め装ホ割こよって,200シリンダの任意のシリンダ

に平均75msで位置決めすることができる8000シリーズシステム

の新鋭ランダムアクセス記憶袋柁である｡

H-8445磁気テープ装置

8000シリーズ`■立丁･計算枚,特に高速,大形システム川に開発した

高速磁忘もテープ袈≧～得である｡

本装置は4010,5020`■旨丁･▲汁算機システムむこ使用実績のあるH-

3485磁気テ山プ斗迄｢托の㍑術をもとにして,8000シリーズに適合す

るように改良を加えたもので,次の特にをもつ｡

(1)高 速 性

テープ速度3.8m/s,正道方仙読取り可能,巻戻し速度7.6m/s,

情報処理速度120KB′/s

(2)トラック数,記録密度

標準形 9トラック

付加機構付 7トラック

800BPI

200,556,800BPI

(3)インターフェース

H-8442,H-8432磁気テープ装置と同一インターフェースをも

ち,同一制狙の装置にH-8442,H一別32と共存して接続できる｡

油fi一上1幾:寸:‡･1‾EJ二計掟機･電子部品

(4)互 換 性

9トラック標準形ほ,什-8442,H-8432,柑M2400シリーズ,

モデル1,2,3と,

7トラック付加榛横付きでは,H-3485,IBM729,7330と,

それぞれテープを通してカニ換性がある｡

図30Ii-8445磁気テープ装置

(5)テープ走行機梢

真平吸引力式のキャプスタンの採用により,3.8m/sの血迷テ

ープ走仙こ適合した急速,二女滋な起動,停止か汀能にした｡

(6)操 作 性

スナップ動作によりテープリールの着脱ができるワンタッチリ

ールハブの採用により,テープの着脱交換を容易にした｡同時iこ

自動ドアを採用し,テープ着脱時の操作と連動させてドアを

l`1動的に開閉させることによ1)て,テープ交換時の操作性を改善

した｡

(7)保 守 性

装置の動作試験を行なうテストパネルを内蔵するとともに,内

部構造については特に実装に意を川い,保寸ノ､■ニミ検の能率化を図

った｡

グラフィックディスプレイシステム

ロ立言製作所ほ束京人苧`j∴:ノHr舶▲空研究所穂坂汲拉のご指噂により数

年前からグラフィックシステムを研究していたのが1岩城したので紹

介する｡

グラフィックシステムは人間の創造上′棚方動を助けるため,従来の

計算機附こ日のわずらしさをへらす手段の一つの工夫であるが,本シ

周囲ほ固定で中央部に作意の変数と慣体を与えてその間をなめらかな曲線で結ぷ

図31 曲 面
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図32 グラフィックディスプレイシステム試作瞭

ステムでは特に新しい工夫をこらした命令体系を持ち,そのため/㌢

まで発表されたシステムより強大な能力を示す｡すなわち′ト形であ

るが,その有用性ほ図31に示すように著しく強力である｡図31ほ

表示例,図32は試作機外観を示す｡本方式のすぐれていることは

IBM,CDCが従来のバッファ方式からコアシェアの新しい方式を

最近になってから発表をしたのを見てもわかるであろう｡すなわち

マソ･マシーソに関する処理を小形処理装置で行ない,膨大なデー

タの処理を/ミックの大形で行なうものである｡

構成 処理装置16ビット語 8～32kW

表示装置 メモリシェア表示命令的20

ブラウン管 21(16′′)電磁伽向

入出力装置 ライトペソ,ファンクショソキー,タイプラ

イタ,紙テープ入出力装置,データ交換制御

装置など

H什AC7250計算制御システム

近年ますます大容量化,複雑化する電力,鉄鋼,化学などの各種

産業プラントや,交通,公共施設などのオンライン計算制御を口的

として,HITAC7250制御用電子計算横が開発されたが,昭和40年

度発表以来,すでに十数システムを受注,順調に製作小である｡

これらの計算制御システムの中核をなすH-7250処理装置は,記

憶挙手量4～32K語,コアサイクルタイム2/`S,語長16ビット,命

令語基本27種,優先割込み最大32レベル,メモリ･プロテクショ

ソ付きの高性能機であり(図33),次のような特長を術えている｡

図33 HITAC7250形制御用電子計算機
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(a)制御用として高い后板性を右し,温蛙0～50℃,梶度10～

95%という過醗な桔抑円条件に耐える｡

(b)第3‾【H二代の電子計算楼として,一石集積回路(MIC)と多

層プリント板など伝新の技術i･こより,高信板化,高速化,小形化

を阿っている｡

(c) 口立汎Hl計算機HITAC8000シリーズと共通の接続方式

をとり,相互間の結合や,8000用伯辺装置の利用が可能で,いわ

ゆるファミリーを構成している｡

計算制御システムを構成するほかの部分,すなわち磁気ドラム記

憶尊宅置,コンソール入出力装置,プロセス入出力賂置などもいずれ

も,従来の計測制御の分野における豊富な経験のうえに,MICなど

の最新技術をとりいれて,設計製作している｡

HITAC7250のソフトウェアシステムは,プログラム作成およぴ

オフライン処即のためのノンプロセスモニタ(アセンブラ,フォー

トランを胎える),オンライン計算制御処理のためのプロセスモニ

タおよびこれらを帖分割に制御するェクゼクティブシステムが,そ

れぞれ完肺されている｡

卓上電子計算横の開発

最近の=･拝務持:圭の急速な_発達の巾で,エレクトロニクスの特長を十

分に利用した中上電子計算機の出現ほ,高速演算処理能力を有し,無

騒音で故障が少ないという特長をもち事務器界の花形製品として脚

光をあびている｡今回開発した卓上電子計算機はその中でも機能を

必要最少限に押え,操作しやすく安価な普及形を目的としている｡

卓上電了･計算椒ほ回路方式,使用部品などで構成を同じくする電

子計算機に比較して,空調そのほか特殊設備のない一般オフィスな

どで使用されるということのほかに,小形軽量,低価格という使命

をもっているニー.本牧の開発にあたってはその点を十分考慮して製品

化した(図34)｡

図34 卓
_L

電 子 計‡丁 機

演算方式はすべての棋第が2偶のレジスタで構成され,完全な

巾列方式である｡また制御系としては全損筒を八つの状態に分割し,

この状態とファンクションキーによる命令を組み合わせで各演算を

進行させていく川妾論理方式をとっている｡使用コードとしては演

算担1路の抑略化という点を基準に入力回路との関連を含めて8,4,

2,1コードを採用している,ブロック図を図35に,全仕様を表7に

示す｡

このような卓上電子計算機においては演算回路構成の優劣が,制

御系を簡単にも複雑にもするが,本棟においては,図3占に示す独特

のシフトパルスを使用して特別な浜算回路(図37)を構成している｡

木方式の特長ほ10進法で回路の簡略化および〒のタイミソグを制

御系へ有効に利用できる点にあり,部品数の低減を生みだした｡
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表7 卓上電子計‡‡機の仕様

形 式

入力方式

出力方式

クロック

周波数

方 式

コ ー ド

KK-12

10 キ ー

式

数字放電管によ
る12けたおよび

±符号

20kc

完全直列プブ式

8,4,2,1コード

小数点

寸 法

窮 品

位悶配度

TE 源

′+､敢ノ∴川J
ヤウン デ

制札りす
う巾ンタ

完全自動小数ノ〔■よ

380×500×230mnl

13kg

0､40℃

AC90～11爪r50～60c/s

消雪モ′1=は力 40W

洪許機能

加減許

乗 許

除 算

抗和,屯r至差

妊数乗算

回路構成は,トランジスタに比べて比較的安価で信煩性のあるダ

イオードを中心としたDTL方式を揺用,后和標準形式をもってゲ

ートを構成している｡フリップフロップにほノイズ許容度の高い積

分方式を使用した｡各部品はDerating Factorを%以下に押え信

頼性に関して十分の考慮が払われている｡

実装由ではプリンノト板(図38)にすべて片輌プリント方式をとり,

板間の配線には保ノ､+三の面も考慮してプリント板の交換が簡単にでき

るコネクタを採用し,その接触面にはこのクラスでは最高級の金メ

ッキを使用しているり入力キーにはバネ方式のスイッチを使用し,

軽いタッチで操作者に疲れを感じさせない稲造になっており,1,000

万回以上の動作にも十分耐えることが確認されている｡また出力表

示には数字の鮮明な岳寿命の数字放電管を使用している｡

きょう体は,線と両の調和を強調した近代的な落ち着きのあるデ

ザインで,上カバーにはモールドを採用して軽い構造にまとめられ

ている｡またこれら電子部品はもとよりケース･カバーなども口立

製品を使用し信較性には,特に重点がおかれている｡

この種の車上電子計算機は,今後エレクトロニクスの発達に歩調

を合わせていままでの電動計算機にかわって広く普及していくもの

と期待される｡

+++⊥⊥⊥⊥

＼レン∵一1ノシー/いりレフ.

1i〔馴【】l路ン■ノト′りレ∴

■1

･∴､･rトクー ミンノ･･､､ノンス
l

図36 ク ロ､ソ ク パ ル ス

L窒13710進 仙 界 回 路

fjr

図38 プ リ ン ト 板




